



















を行なった。とりわけ，Streptococcus pneumoniae と Rhodo-















































































ク内の R. equi を Lysostaphinで溶菌後，Proteinase Kで蛋
白質を消化した。制限酵素 PshBIで切断後，CHEF Mapper
を用いて電気泳動を行った。泳動時間は２０時間１８分とした。








ンへの変異を示し，１株の高度耐性株は PFGEで B pattern,
DNA sequencingにて５２６位のヒスチジンがチロシンへの変





今回，初めての人由来 RFP耐性 R. equi の検討で，５２６
位のヒスチジンがチロシンへ変異し高度耐性を獲得してい
ることを明らかにした。変異したアミノ酸は異なるものの，









異は今まで R. equi においての報告はない。以上，我々の
結果は，タイ国北部地域の AIDS患者において数タイプの
RFP耐性 R. equi が広まりつつあることを示した。
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Table. 1 RFP MICs, RpoB amino acid substitutions, and










1 >128 Ser 531 Trp A1
2 >128 His 526 Tyr B
3 64 Ser 531 Trp A2
4 8 Ser 509 Pro C
5 0.5 None D
6 0.5 None D
7 0.5 None E1
8 0.5 None E2
２１１
